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図書館情報大学は 1979年 10月，茨城県筑波郡谷田

部町春日1-2（現在の茨城県つくば市春日1-2）に新設

の四年制大学として開学した。図書館情報大学の新設

は図書館短期大学の筑波研究学園都市への移転の要請

を契機として計画されたもので，その設置目的は「図

書館情報学に係る高度の理論と技術について教育研究

を行い，もって学術文化の進展に寄与する。」と，学則

においてうたわれている。図書館情報学の定義は学生

向けの学修マニュアルの中で，「図書館その他各種情

報・資料センターにおける諸活動を対象とする領域で

あり，（中略）伝統的な「図書館学」と新しい「情報学」

が合体・融合した新領域ということができます。「図書

館学」は，各種の記録資料の組織的な収集・整理・提

供を図るための知識・技術を体系化した学問領域であ

り，「情報学」は，さまざまな種類の情報について，そ

の本質の解明と効果的な利用を目的とした情報の加

工・検索・伝達など情報に関する研究を既存の科学を

基礎として体系的に行うことをめざしている学問領域

です。」としている。

図書館情報大学は図書館情報学部図書館情報学科か

らなる単科大学で，1980 年度の入学定員は 120 名，

1982年度からは定員20名の三年次編入生を受け入れて

いる。1985 年 4月（大学院修士課程を含む完成年度）

の教職員の定員は教官が58名，事務職員が83名と小規

模な大学である。現在も学部構成は変わっていないが，

1994年に情報管理コースと情報処理コースからなる履

修コース制を設けた。2001年４月の入学定員は，一年

次生が150名，三年次編入生が30名である。

大学院は1984年４月に図書館情報学研究科図書館情

報学専攻の修士課程として定員 16 名で設置された。

2000年４月には区分制博士課程の情報メディア研究科

となり，入学定員は博士前期課程情報メディア専攻が

34名，博士後期課程情報メディア専攻が18名となった。

2001年の教職員の定員は教官が74名，事務職員が69

名である。

なお，開学時から司書資格の取得が可能であり，

2000年度からは中一種（社会，数学）と高一種（公民，

数学），2001年度より高一種（情報）の教員免許状お

よび司書教諭資格の取得が可能になった。

大学教育の中における教養教育は，いわゆる知識人

の知的共通基盤を形成するために幅広い領域に渡る知

識の獲得や知能の開発を目指すものである。このよう

な教養教育のとらえ方は，図書館情報大学においても

受け入れられてきた。

一方，大学における専門教育は，高度な専門家を養

成するため狭い領域において深い知識の獲得や知能の

開発を目指すものである。このような教養教育と専門

教育は多くの学問領域において相容れない場合が多く，

全く独立して編成するか，系統立てたとしても教養教

育を入門として専門教育を応用とするような階層性を

持たせていた場合が多い。

図書館情報大学の教養教育は，そのような専門教育

との関係とは異なる位置付けにある。図書館情報大学

の専門である図書館情報学は，様々な情報の取り扱い

に関わる学問領域である。情報を扱うには，情報の扱

い方の知識だけではなく，扱う情報の内容に関する知

識が必要になる。図書館情報学が取り扱う対象領域は

広範なものであり，教養教育が目指す幅広い領域に渡

る知識の習得や知能の開発は，まさに図書館情報学が

専門性を培うために必要とするものである。このよう

に図書館情報大学における教養教育は，その設立以来

専門教育の一環であるととらえられて来た。

1998年 10月の大学審議会答申「21世紀の大学像と

今後の改革方策について－競争的環境の中で個性が輝

く大学－」の中では，教養教育の目標を「学問のすそ

野を広げ，様々な角度から物事を見ることができる能

力や，自主的・総合的に考え，的確に判断する能力，

豊かな人間性を養い，自分の知識や人生を社会との関

係で位置付けることのできる人材を育てる」ためと定

めている。

上記の目標は，先に述べた図書館情報大学の教養教

育のとらえ方，すなわち幅広い領域に渡る知識の習得

や知能の開発を行うことでは包含できない，より広い

概念を有すると解釈できる。図書館情報大学において

も，このような意味の教養教育のとらえ方について検

討を行い，教養を高めるための基礎的・自発的学習能

力の養成を教養教育ととらえることとした。
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○教養教育の目的

図書館情報大学には，いわゆる一般教育科目を担当

するための教官組織は開学以来置かれていない。それ

に近い部門として外国語教育センターと体育・保健セ

ンターがあり，各々数名の教官が所属しているが，そ

こでは各センターと関連する科目の検討が行われて来

たにすぎない。この2センターと総合情報処理センタ

ー及び生涯学習教育研究センターに所属する以外の教

官は全て図書館情報学の教育・研究を担当する講座に

所属している。このような状況にあって，教養教育全

般を専門に担当するような学内組織は存在せず，教養

教育に対する大学としての目的の策定は，社会的な動

向も踏まえ大学全体として考えてきた。そのため，図

書館情報大学における教養教育の目標設定は，全構成

員の考え方及び社会全体の考え方や大学教育への要請

の変遷に伴って移り変わってきたといえる。以下にそ

の変遷の概略を述べる。

図書館情報大学は筑波研究学園都市への図書館短期

大学の移転計画を契機として新設が検討され，1979年

10月 1日に図書館情報学部図書館情報学科からなる単

科大学として開学した。図書館情報大学の前身である

図書館短期大学は，図書館司書の養成を目的として

1964年に設置されたものである。

図書館情報大学開学当時の大学設置基準には，外国

語科目・保健体育科目・一般教育科目・専門科目とい

う科目区分があった。このうち幅広い知識を身につけ

るという一般教育科目が教養教育の中心と考えられて

おり，専門教育とは一線を画していた。ところで，図

書館短期大学を前身に持つ図書館情報大学は，高度な

専門知識を持つ図書館司書や情報・資料センター職員

の養成を一つの役割として持っていた。図書館や情

報・資料センターという場は，様々な知的生産物が集

積する場であり，そこにおいて図書・情報の収集・蓄

積・提供を行うためには，その扱いに関する知識だけ

ではなく内容についての知識が必要である。取り扱う

図書・情報の内容は多岐にわたることから，図書館司

書や情報・資料センター職員には幅広い領域にわたる

知識が要求される。

このような考えのもとに，開学時の図書館情報大学

の教養教育には，多くの大学によって行われていたよ

うな専門教育とは別の区分としての教育を行うのでは

なく，専門教育に有機的に組み込んで多様な領域につ

いての知識を教育するというより積極的な目的が設定

された。

図書館情報大学が開学した時期と前後して，コンピ

ュータ技術の急速な発展とその普及が起こり，情報処

理技術者の養成が急務の課題となった。図書館情報学

という応用領域のために高度な情報処理技術に関する

教育を受けた卒業生は，情報処理技術者としての価値

を認められ，いわゆる情報関連企業に多数が受け入れ

られた。ちなみに2000年までの卒業生の進路は，図書

館が約25％，企業が約55％（その約半数が情報産業），

進学が約５％，その他が約15％となっている。

情報処理技術者の多くは情報処理技術に関する知識

のみならず，構築しようとするシステムが扱っている

領域に関する知識を必要とする。このことから，情報

技術者には，副専攻的なレベルでの体系的な主題知識

（作ろうとするシステムの領域に関する知識）が要求さ

れると考えられた。1991年 2月の大学審議会答申「大

学教育の改善について」で，大学における教養教育の

役割が見直され，専門教育の一環として教養教育を位

置づけることが提案された。図書館情報大学では，開

学時からこのような考えに基づく教養教育を展開して

きたが，これを受けてその方向性をさらに強化する検

討が行われた。結果として，図書館情報大学の教養教

育の目的には，幅広い領域に関する知識の習得だけで

なく，特定の領域に関する深い知識の習得が加えられ

た。

大学審議会は1998年 10月の「21世紀の大学像と今

後の改革方策について－競争的環境の中で個性が輝く

大学－」という答申の中で，教養教育の必要性を再認

識し，より広い意味での教養教育の取り組みを求める

ようになった。この方向性は，2000年10月の中央教育

審議会答申「新しい時代における教養教育の在り方に

ついて」にも受け継がれている。これらの答申の中で

は，教養を単に知識としてではなく，生き方や考え方，

さらに道徳的なものまで含めたものととらえ，教養教

育にはそれらを全て取り込むことが求められている。

このような社会の動向に対応して，図書館情報大学

ではこのような教養というものも積極的に教養教育の

目的として取り込むこととした。もちろん，このよう

な目的が開学時において全く無かったわけではない。

専門科目ではあるが，『学外実習』という科目は，実践

的な教育を実施すると同時に学生の社会に対する認識

と主体性を学ばせるものとしてあったし，卒業研究は

専門教育の集大成であると同時に，教官と学生が人間

としてふれあう場であり，一種の教養教育が行われて

いた。
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３　教養教育の目的及び目標



○教養教育の目標

教養教育の目的を達成するための目標として，カリ

キュラムの的確な編成がまず第一にあげられよう。専

門教育の一部として教養教育を行うという目的は，開

学時のカリキュラムにおいて実現されていた。すなわ

ち，開学時において一般教育科目という区分は置かず

に，基礎学芸Ａ，Ｂという科目区分を設置していたの

である。一般教育科目の区分に相当する幅広い教養の

教育は基礎学芸Ａという科目区分で行い，専門の基礎

としての教養の教育は基礎学芸Ｂという科目区分で行

うこととした。外国語科目は多様な言語を扱う図書館

や情報・資料センターにおいて重要な役割を果たすと

考え，これも専門の基礎としての位置付けを与えた。

さらに保健体育科目も健全な心身の発達を図るだけで

なく，スポーツ情報に関する理解を深めるという意味

で専門の基礎としての位置付けを行っていた。

より体系的な専門教育の履習を主たる目的として行

われた1994年度の履習コース制の導入にあたっては，

1992年の大学設置基準の改訂による一般教育科目の区

分廃止を受け，基礎学芸という科目区分をやめて，主

題科目という科目区分を設けた。それまで基礎学芸Ａ

が一，二年次を主として対象としていたのに対し，主

題科目は四年次までの履修体系をつくるという方針を

定めた。これにより幅広い教養を維持しつつ，副専攻

的な領域の教育という新たな教養教育の目的を達成し

ようとした。

1998年 10月の大学審議会の答申を受けて，知識だけ

でなくより広範な教養教育という目的を達成するため，

主題科目の科目編成が再検討された。その結果『教養

と科学』という新たな主題科目内の小区分が加えられ，

その中で一，二年次向けの少人数セミナーを開講する

こととした。ここで展開される科目は，自主的に考え，

行動するための基礎的な教育とともに，特に一年次の

学生が教官と親しく接することにより学問的な教育以

外の指導や相談を可能にすることを目指している。

カリキュラムの適切な編成によって，教養教育の目

的を達成するには，学問自体の進歩に伴う社会の知的

共通基盤の変遷を常に考慮しておく必要がある。図書

館情報大学の最近の対応としては，近年急速に社会に

広まった情報処理技術に関する教育に相当する科目の

設置があげられる。

カリキュラム体系の整備と科目の充実だけでは，教

養教育の目的を十分に達成することはできない。体系

化された科目を円滑に実施するため，教育体制の整備

と教官の教育に対する意識改革も大きな目標としてあ

げられる。

図書館情報大学の教官は，外国語と体育・保健セン

ター所属教員を含めて，全ての教官が専門の教育研究

を行う教員として位置付けられている。そのため，教

養教育を専門に担当する組織はなく，教育委員会が全

ての教育に関わる事柄を包括的に検討してきた。この

様な方式は，教養教育を専門教育と一体化して考える

という目的に合致するものである。

さらに，ファカルティ・ディベロップメントを積極

的に推し進めるために，常設の組織を教育委員会の中

に設置している。この組織は，ファカルティ・ディベ

ロップメントに関する積極的な講演活動を実施するこ

とにより教官の啓蒙を行っている。さらに，その講演

録は大学の出版物『知の銀河系七－FD（ファカルティ

ー・ディベロップメント）講演会の記録』として刊

行・配布され，教官の教育についての意識を高めてい

る。

教官の教育に対する意識改革については，シラバス

の作成や学生による授業評価を行うことによっても対

応している。

これらは，教養教育だけではなくすべての教育に関

わる取り組みである。教養教育という限定の中では，

少人数セミナーに対する取り組みがあげられる。知識

としての教養ではなく生き方や考え方，さらに道徳ま

でを含めた教養教育という目的を実現するため，『教養

と科学』という少人数セミナーを開講していることは

先に述べた。図書館情報大学では，この科目の担当者

の意識を高めるための組織を設置し，講演会や研修な

どを実施している。
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（１）実施体制

図書館情報大学において，総合情報処理センターと

外国語教育センター，体育・保健センター，生涯学習

教育研究センターに所属する教官を除く全ての教官は，

図書館情報学という専門を教育研究する組織に所属し

ている。そのため，教養教育全般について取り組むよ

うな独立した体制は持っていない。

教育に関する運営組織としては，常置委員会である

教育委員会があり，この委員会が図書館情報大学の教

育方針及び教育計画の立案と実施に関する事項を取り

扱っている。教育委員会は，教育研究担当副学長と各

分野及びセンター会から選出された10名の委員で構成

される。ほぼ月に１回定常的に開催され，年度進行に

伴う教育に関する様々な事柄の審議を行っている。教

育委員会にはいくつかのワーキンググループが作られ，

役割分担を行っている。

カリキュラムや科目編成は，教育委員会の中のカリ

キュラム検討ワーキンググループが担当する。その取

り組みの中でも，専門教育と教養教育の間の区別は無

く，教養教育も全体のカリキュラムの中で位置付けら

れて検討されている。定常的に設置されるカリキュラ

ム検討ワーキンググループは，カリキュラムに関する

様々な問題について常に取り組んでいる。ただし大規

模な改訂の際は特別のワーキンググループが編成され

る。

開学時のカリキュラムは図書館情報大学創設準備委

員会教育課程専門委員会が編成した。その後，カリキ

ュラム上の大規模な改編を行ったのは，1994年の履習

コース制の導入時である。この時は，教育委員会が全

体として取り組み，委員会を大きく情報管理コース担

当，情報処理コース担当，言語と文化担当，健康とス

ポーツ担当に割り振り，それぞれの分野のカリキュラ

ムについての検討を行った。その結果，情報処理コー

スと情報管理コースの専門科目，両コースの共通科目，

そして外国語科目，保健体育科目，主題科目の科目区

分を設けた。

カリキュラム検討ワーキンググループが中心となっ

て行った教育体制上の改革で大きなものとしては，シ

ラバスの作成と学生による授業評価があげられる。両

者ともに特に教養教育に限定したものではなく，全て

の教育区分科目を対象としている。シラバスの作成は，

1995年から開始し，開講するすべての科目の概要・授

業予定・授業形態等を明らかにした冊子を，年度当初

に全学年の学生に配付している。これにより，学生は

卒業までの履修計画を作成できる。学生による授業評

価は1997年度の第3学期に試行調査を行い，1998年度

の２学期からすべての開設科目で調査を実施している。

その結果は教官に対してフィードバックし，より質の

高い授業を目指すよう，教官の意識付けを行っている。

カリキュラム検討ワーキンググループは，科目の見直

しも常に行っている。1998年の答申に基づく教養科目

の見直しを受けて，カリキュラム検討ワーキンググル

ープは，より広い意味での教養教育を実現するために，

『教養と科学』という科目名の少人数セミナーを行うこ

とを提言し，1999年度から実施されている。

カリキュラム検討ワーキンググループの最近の取り

組みとして主題科目の中に新たな科目を追加したり，

大人数の講義科目に対して並列開講を依頼するなどの

活動を行っている。

教育委員会の中の教養教育に関連する体制としては，

他にファカルティ・ディベロップメントワーキンググ

ループがある。ここでは講演会活動を行って教官の意

識の向上を目指している。もちろん，この活動は教養

教育だけに限ったことではなく教育全般を対象にして

いる。

また，『教養と科学』についても体制をつくり，少人

数セミナーを実施している大学の調査を担当教官に行

わせることにより，その意識を高めている（2001年度

には５大学の調査を実施した）。

教養教育に関連する教育委員会以外の体制としては，

他に外国語教育センターと体育・保健センターがある。

外国語教育センターの運営のためには，外国語教育セ

ンター運営委員会が設置され，外国語教育の基本方針，

外国語授業科目のシラバスやクラス編成など外国語教

育の実施上の問題に係ることについて審議されている。

体育・保健センターは教養教育ばかりでなく，学生及

び職員の健康の保持をもう一つの柱とするが，その運

営委員会において体育保健教育についての方針や実施

についても審議されている。
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（２）教育課程の編成及び履修状況

○図書館情報大学の教育課程の編成状況

「図書館情報学に係る高度の理論と技術について教

育研究を行い，もって学術文化の進展に寄与する」と

いう図書館情報大学の設置目的を達成するため，外国

語科目，保健体育科目，主題科目，共通科目，専門科

目，教職に関する科目区分から構成される教育課程が

設けられている。2001年度に展開されている科目数は，

外国語科目が26科目（52単位），保健体育科目が４科

目（４単位），主題科目が34科目（68単位），共通科目

が25科目（50単位），専門科目が情報管理コースで70

科目（148単位：卒業研究８単位を含む）情報処理コ

ースで56科目（120単位：卒業研究８単位を含む），教

職に関する科目が20科目（44単位）である。卒業に必

要な最低修得単位数は124単位であり，その内訳は外

国語科目が第一外国語８単位と第二外国語４単位の計

12単位，保健体育科目が講義２単位，実技２単位の計

４単位，共通科目が40単位，専門科目が共通科目とい

ずれか一つの履修コースの専門科目を併せて 90 単位

（卒業研究８単位を含む），さらに，主題科目及び上記

の４区分の授業科目から18単位となっている。教職に

関する科目は卒業のための履修単位としては扱われな

い。このように，図書館情報大学の科目は保健体育科

目と卒業研究だけが必須科目であり，それ以外の科目

は基本的にすべてが選択科目となっている。

○教養教育に関する教育課程の編成状況

教養教育に相当する科目区分としては，外国語科目，

保健体育科目，主題科目があげられる。図書館情報学

における教養教育の位置付けは，単に幅広い教養を身

に付けるのではなく，専門教育と有機的に関係しなが

ら専門教育と並行して行うという点に特色がある。そ

れを実現するために，上記の教養教育として位置づけ

られる科目区分に含まれる科目は，一年次から四年次

までにわたって履修できるようにしておくことが基本

方針となっている。

外国語科目に区分される科目として英語，ドイツ語，

フランス語，ロシア語，中国語，西洋古典語がある。

英語については専任の教官一名と外国人教師二名を中

心として複数の非常勤の教官により開講され，ドイツ

語，フランス語についてはそれぞれ専任の教官一名が

中心となり複数の非常勤の教官により開講されている。

これらの科目は一年次から四年次までを標準履修年次

として展開しており，第一外国語もしくは第二外国語

として履修することができる。

ロシア語，中国語，西洋古典語は複数の非常勤の教

官により開講されている。これらの科目は三年次もし

くは三，四年次を標準履修年次として開講しており，

第二外国語として履修することができる。

なお，西洋古典語を除く科目はすべて第一外国語も

しくは第二外国語としての履修に必要な単位数よりも

多い科目数を開講している。これは外国語科目が多様

な言語を扱う図書館や情報・資料センターにおいて重

要な役割を果たすとする考えに基づくものであり，卒

業に必要な単位数の“主題科目及び上記の４区分の授

業科目から18単位”を利用し，副専攻的により多くの

外国語科目を履修することができるよう配慮した結果

である。

保健体育科目に区分される科目として，講義科目で

ある健康と体育と，実技科目である基礎体育及び応用

体育がある。講義科目は専任の教官二名により開講さ

れており，実技科目は専任の教官二名が中心となり複

数の非常勤の教官により開講されている。保健体育科

目の区分には現在この４つの科目しか展開しておらず，

この科目区分からこれ以上の科目を履修することはで

きない。

保健体育科目も専門と密接に関わるという方針に基

づき，後に述べる主題科目の一小区分である『人間の

科学』でより高度な保健体育科目を履修することがで

きるようにしている。なお保健体育科目の科目区分に

含まれる科目は一，二年次を標準履修年次としている

が，『人間の科学』においては四年次までを標準履修年

次とする科目が展開されている。

主題科目は最大18単位まで卒業要件として認められ

る。主題科目に区分される科目は『思想と文化』，『人

間と社会』，『科学の世界』，『統計の世界』，『人間の科

学』，『教養と科学』，『司書教諭』という７つに小区分

されているが，それらの小区分について履修上の拘束

は何も定めていない。そのため，幅広い領域に関する

知識を得るために各小区分から横断的に複数の科目を

履修することもできるし，特定の領域の知識を深く得

るために一つの小区分を網羅的に履修することもでき

る。また場合によっては外国語科目や保健体育科目，

専門科目をより深く履修することで主題科目を履修し

ないこともできることになっている。

『思想と文化』，『人間と社会』，『科学の世界』の三

つの小区分はいわゆる人文・社会・自然の一般教育の

３区分に相当するものであり，2001年度は順に８科目，

７科目，６科目を開講している。『人間の科学』は先に

述べたように保健体育科目を高学年向けに拡張したも

のであり，講義科目が１科目と実技科目に相当する演

習科目が２科目開講されている。『統計の世界』や『司
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書教諭』は専門教育に非常に近い科目からなるが，専

門科目には含めずそれと並立する主題科目に位置づけ

られている。それぞれ３科目と４科目が開講されてい

る。

図書館情報大学では，2000年度より教員免許状及び

司書教諭資格取得のための課程を新たに設けた。上に

述べた主題科目の多くは教職科目および司書教諭科目

として扱われる科目となっている。このことは図書館

情報大学の教養教育が重層的な役割を担っていること

を象徴している。

『教養と科学』は，これまでの主題科目の科目群と

は異なる種類のものであり，1998年の大学審議会の答

申に基づき設置された。すなわち，１クラスに10人と

いう定員を設けた演習形式の科目により就学時におけ

る学生と教官の接触を多く図るとともに，学問につい

ての基本的な方法を身に付けさせるという目的を持つ。

一年次，二年次，三年次を標準履修年次とする科目を

それぞれ一科目開講している。ただし，三年次向けの

科目は少人数ではなく，その目的を異にする。

主題科目は，四年次を標準履修年次とする科目を持

つ『人間の科学』を除いて，一年次から三年次までの

標準履修年次の科目群からなる。四年次向けの開講科

目は専門科目においても10科目程度でありその割合は

低い。教養科目を一年次から四年次まで展開するとい

う基本方針には沿っていると考える。

2001年度において主題科目は，教職科目及び司書教

諭科目となっている３科目を非常勤の教官が担当して

いるが，それ以外の科目はすべて専任の教官が担当し

ている。

○教養教育に関する教育課程の履修状況

教養教育に相当する科目区分である外国語科目，保

健体育科目，主題科目の科目について，その履修状況

を2000年度のデータをもとに概観する。

外国語科目には，英語，ドイツ語，フランス語，ロ

シア語，中国語，西洋古典語がある。並列開講が多い

英語は一，二年次を標準履修年次としている科目でほ

ぼ全員，三年次を標準履修年次としている科目で約３

割，四年次を標準履修年次としている科目で数名が履

修している。並列開講が次に多いドイツ語とフランス

語は一年次を標準履修年次としている科目で６割以上，

二年次を標準履修年次としている科目で約２割，三年

次を標準履修年次としている科目で約１割，四年次を

標準履修年次としている科目で数名が履修している。

第二外国語としての履修が考えられているロシア語，

中国語，西洋古典語は，三年次を標準履修年次として

いる中国語の科目で約２割が履修しているが，それ以

外の科目は１割以下の履修状況である。

保健体育科目は開講科目のすべてが必修となってお

り，そのため開講しているすべての科目は全員が履修

している。

主題科目は，科目間でばらつきが大きい。小区分ご

との平均をとると，『人間と社会』は約６割と高い割合

で履修している。『思想と文化』と『統計の世界』，『人

間の科学』は約３割，『科学の世界』，『司書教諭』は約

２割がそれぞれ履修している。

『教養と科学』については一，二年次を標準履修年

次としている科目については定員を設けているため，

一年次で約６割，二年次で約３割とほぼ定員通りの割

合で履修されている。三年次の科目については定員を

定めていたが，超過した分については並列開講により

対処したため約３割の履修があった。
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（３）教育方法

図書館情報大学における教育方法は，科目区分，授

業科目名，単位数，標準履修年次，授業形態を大学と

して定めている以外，学習指導法や成績評価法などは

原則として担当する教官に任されている。ただし，開

講しているすべての科目について科目の概要，授業進

行の内容，授業形態，評価の方法，教科書または参考

書，履修要件，補足事項などを記したシラバスを作成

しており，これによって各教官間での教育の内容や方

法に対するチェックが行われている。また，学生によ

る授業評価も行われており，シラバスとの整合性，内

容の体系性，授業を分かりやすくする工夫，授業に対

する熱意等々を評価し，その結果を教官にフィードバ

ックすることにより，教官自身の自覚をうながしてい

る。

授業形態としては講義と演習，実習，実技という区

分を行っており，１単位当たりの授業時間は授業形態

と科目区分によって異なる。講義科目はすべて15時限

で 2単位である。演習科目は，専門科目や主題科目は

15時限で2単位であるが，外国語科目は30時限で2単

位である。実習及び実技科目は30時限で2単位である。

学習環境を構成する受講者数は，講義科目では一般に

受講者の上限を設けていない。しかし，できるだけ大

人数にならないよう100人を越える履修者がいるよう

な科目については教育委員会が並列開講するよう要請

している。演習や実技科目は受講者の上限を設けてい

る場合が多く，多数の受講者がいるものについては並

列開講しており，あらかじめクラス分けをしている場

合もある。

図書館情報大学の科目区分の中で教養教育として位

置づけられる，外国語科目，保健体育科目，主題科目

についてその教育方法を詳しく述べる。

外国語科目は，英語の場合一，二年次で６コマ，三

年次で２コマの並列開講，ドイツ語とフランス語の場

合一年次前期で３コマ，その後三年次まで２コマの並

列開講をしており，少人数による授業が行われるよう

にしている。並列開講の効果を2000年度の履修者数の

最小と最大でみると，英語の場合一年次で 19から 41

名，二年次で5から64名，ドイツ語の場合一年次で21

から 46名，二年次で10から 14名，フランス語の場合

一年次で 13から 39名，二年次で 3から 31名となって

おり，幾つか50名を越えるクラスがあるが概ね有効で

ある。なお，これらの授業形態は演習形式で行われて

いる。特に外国人教師の授業は実践的な側面が強い。

その成績評価は最終試験だけでなく日常の学習状況や

レポートなどを考慮して行われている場合が多い。

主題科目の多くは講義形式の授業形態をとっており，

並列開講していない。ただし，基礎情報処理は受講者

数が多くその内容が演習的であるため，2001年度は並

列開講している。『人間の科学』の２科目と『教養と科

学』は授業形式を演習で行っている。『人間の科学』の

２科目は保健体育科目の実技科目と同様の方式で実施

している。『教養と科学』の一，二年次については，10

人程度の少人数で実施するように定員の上限を設けて

おり，一年次は8コマ，二年次は4コマの並列開講を行

っている。実際の履修者数は一年次で3から20名，二

年次で4から28名となっている。これらの科目は学生

が主体的に学ぶことを目的としているため，演習とい

うより対話による教育を目指している。特に一年次の

科目はこの傾向が強い。そのため，授業への参加の状

況やレポートなどを総合的に判断して成績評価をして

いる場合が多い。『教養と科学』の三年次も定員を設け

ているが，希望者が多い場合は並列開講している

（2000年度は２コマ開講したが，2001年度は1コマ）。
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○教養教育の変遷

教養教育の目的の変遷については先に述べた。ここ

ではそれに基づく教育課程の変遷を中心に述べる。

図書館情報大学の開学時（1980年度）における，教

養教育に相当する科目区分として外国語科目，保健体

育科目，基礎学芸科目A，基礎学芸科目Ｂがあげられ

る。当時の卒業に必要な最低修得単位数は全体で 134

単位であり，上述の科目区分の最低修得単位数は外国

語科目が８＋４単位（第一＋第二外国語），保健体育科

目が４単位，基礎学芸科目Ａが24単位，基礎学芸科目

Ｂは専門科目Ｂと合わせて58単位であった。当時の大

学設置基準上の区分では基礎学芸科目Ａが一般教育科

目に相当し，基礎学芸科目Ｂは専門教育科目と位置づ

けられていた。基礎学芸科目Ａには人文科学，社会科

学，自然科学，総合科目の４つの小区分があった。

大学の完成年度（1983年度）の時点で，基礎学芸科

目Ａの人文科学，社会科学，自然科学の小区分にはそ

れぞれ６科目，総合科目には２科目，総計20科目が展

開されていた。また，基礎学芸科目Ｂには26科目が展

開されていた。

1985年度には基礎学芸科目の自然科学という小区分

にあった「統計学」が基礎学芸科目Ｂに移された。こ

の時，基礎学芸科目Ｂの最低修得単位数が専門科目Ｂ

と合わせて57単位となった（ちなみにこの１単位分は

専門科目Ａに充当された）。1987年度からは総合科目

という小区分の科目は開講されなくなった。

1992年には新しい専門講座が開設された。それに伴

い，専門科目Ａの最低修得単位を２単位増やしたこと

により基礎学芸科目Ｂの最低修得単位数が専門科目Ｂ

と合わせて５５単位となった。

1994年度には履習コース制の導入に伴い，大規模な

カリキュラムの改定を行った。その際，基礎学芸科目

Ａ，Ｂの見直しを行い，いわゆる一般教育科目を主題

科目という科目区分で再編した。卒業に必要な最低修

得単位数もこの時に改訂され，全体で124単位となっ

た。教養教育に相当する部分の最低修得単位数は，外

国語科目が８＋４単位（第一＋第二外国語），保健体育

科目が４単位，主題科目は上限が18単位となった。こ

の時点において主題科目は『思想と文化』，『人間と社

会』，『科学の世界』，『統計の世界』，『人間の科学』の

五つの小区分に細分され，それぞれの小区分に３科目

ずつが展開された。

1999年度からはこれに『教養と科学』の小区分が加

えられ，一年次向けの少人数のセミナー形式の科目１

科目が置かれた。

2000年度からは『教養と科学』に二年次向けに少人

数のセミナー形式の科目１科目が新たに置かれ，さら

に三年次向けの科目１科目が新設された。また，教職

課程と司書教諭課程の設置，及び情報処理技術の一般

化に伴い，『思想と文化』を８科目，『人間と社会』，

『自然の科学』を６科目にそれぞれ科目数を増やし，さ

らに『司書教諭』という小区分を設定し４科目を新設

した。

2001年度にはカリキュラムの小規模な改訂を行い，

それに伴って主題科目の『人間と社会』に１科目が増

設された。

○教養教育の今後の方向

これからの学部の教育は，中央教育審議会の答申

「新しい時代における教養教育の在り方について」

（2000年 10月）に基づく教養教育が中心になっていく

と考えられる。従って，現在開講している『教養と科

学』に相当する少人数セミナー形式の科目を充実して

いくことが今後の課題としてあげられる。しかし，一

方においてこのような形式の科目はその単位認定の評

価が難しく，それについての検討を併せて行っていく

必要があろう。

また，教職や司書教諭課程の設置に伴って，教養教

育としての主題科目の編成が混乱している状況にある。

より体系だったカリキュラム編成となるように主題科

目を整備することが急務である。

教員の教育に対する改善意識も，シラバスの作成や

学生による授業評価，ファカルティ・ディベロップメ

ントの講演などの方策を実施することによってたかま

りつつある。しかしまだ十分とは言えない。今後は教

官相互間の授業研究など未だ行われていない方策を検

討する必要があろう。
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５　変遷及び今後の方向
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６　選択肢式等設問の回答
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